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要旨

材高の目的は、ふらのワインの単一事例研究を行うことである。ふらのワインは、ワイン事業による町おこしに成功

した事例であり、自治体としてi出掛土会に貢献している点で注目に値する。材高の結論としては、ふらのワインは、富

良野市を中心とした多様なアクターが協働したことで、地域資源の開拓と契約農家ネットワークの構築によって町おこ

しに成功したことが明らかlこなったO

キーワード競争戦略、中核企業、クラスター

1.研究目的

材高は、富良野市ぶどう果樹研究所(以下、ふらのワ

イン)に関する単一事例研究である。ふらのワインは、

先駆者である十勝ワインに影響を受けた形で、富良野市

の町おこしを目的として設立されたワイナリーである。

研究対象として、ふらのワインを選択した理由は、同

社が、①ワイン事業による町おこしに成功した事例とし

て高く評価され、②中核企業として上川地方の地域活性

化に貢献している点で、注目すべき事例であるからであ

る。利高では、「ふらのワインでは、どのような形で町お

こしとしてのワイン事業を成功に導いたのか」という研

究課題を設定する。そして、自治体としてワイン事業を

成功に導いたふらのワインの戦略展開について歴史的経

緯を整理した上で分析を行い、成功要因を導出する。

本稿の構成は、以下の通りである。まず、第E節では、

先行研究レビューを行う。第E節では、研究方法を提示

する。第N節では、ふらのワインの事例研究を行う。そ

して、第V節では、前節の事例研究を踏まえて、ふらの

ワインの戦略展開について考察する。最後に、第VI節で

は、結論と今後の課題について述べるO

n.先行研究レビュー

(1)中核企業の概念

中核企業は、ネットワークのコアとなる存在である。

中野 (2007)は、東京都大田区を対象とした定量分析を

行し¥「大規模集積ネットワークを組織化・統合している

ハブの集まりである強力なコアが存在すること」を指摘

している。中核企業は、地理的近接性に基づいて、様々

なアクターとの関係を構築し、積極的に外部との結びつ

きを模索するとし、う鞘蚊を持つ。

塩次 (1995)は、地域経済のリーダー的樹立割を発揮

しながら中小企業の殻を破って成長を続けようとする企

業を「地域中核企業Jと呼んで、いる。地域中核企業は、

地理的近接性に依拠して、地域社会のネットワークを活

かして、イノベーションを実現する。

このように、中核企業は、当該地1域における技能基盤

の形成やサプライヤーの育成などの役割を果たし、知識

スヒ。ルオーバーに影響を及ぼす存在で、ある (Giblin，2011)。

つまり、中核企業は、様々なアクターと長期的な関係を

持ち、見えざる資産 1) を蓄積することによって、イノベ

ーションを実現すると言えよう。

以上の内容を踏まえて、材高では、中核企業を「地域

資源の開発を通じて共同体と連携し、相対的に生産高

が大きく、クラスター内部で技術革新や市場開発な

どの牽引役である」と設定する。

(2)クラスターの概念

クラスターは、社会ネットワークを媒介にして内外の

経営資源を柔軟に結合するネットワーク組織としての性

質を持つO シリコンバレーやカリフオノレニア州ナパ・ノ〈

レーでは、車ill.織聞の社会ネットワ)ク(継続的な取引関

係や協力関係など)の密な発達が地域の成功につながっ

ている。そのため、クラスター形成では、地理的近接|生

に依拠した形で、アクター聞の信頼関係の醸成やピア・

フ。レッシャーによる競争意識を生み出すことが重要にな

る(大木却09)。

クラスターの様々なアクターは、地理的近接性を前提

とした「顔の見えるj頻繁な接触と対話を行うことで、

ヒューマン・ネットワークの形成と相互学習を発生させ、

イノベーションを実現する(平野・劉，2010)。このよう
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に、アクター聞の相互作用を通じて、信頼関係や相互理

解を深め、「粘着性の高い情報 (vonHippe1，l994) Jや「社

会関係資本 (socia1capital) Jを蓄積することは、クラス

ターの成功要因の lつとなる。

(3) ワイン・クラスターの概念

ワイン・クラスターは、ワイナリー(中核企業)とヴ

インヤード(サプライヤー)を中心として形成される。

ワイナリーは、特定地域に参入し、一度、畑を開拓した

ら、 20~30 年ほどはそこで活動することになるため、社

会的・制度的な環境と経路依存性(pathdep巴ndence)に

埋め込まれた存在で、ある。そのため、ワイナリー(中核

企業)を中心として、ワイン・クラスターを形成するこ

とは地域経済にとって大きな影響を及ぼすと言える。

一般的に、ワイン製造では、「立地(土壌・気候)・原

料(ブドウの品質)・人(出Ir者)Jが必要条件とされる。

多くの産地では、これらの要素が地元で供給される。特

に、ブドウの生育環境(気候や土壌など)や技術水準は

ワインの品質に大きな影響を与えるため、地理的条件や

高度出持者を誘引することが、ワイン・クラスターの競

争イ憂イ立lこつながる (Dona1d，2009) 0 

また、ワイン・クラスターの地理的範囲は、Face-to-Face

で交流できるE団住での「情報の粘着性j によって規定さ

れる。ワイン・クラスターでは、ワイナリーや耕宕農家、

その他関連機関が特定地域に集積し、ワイン造りに必要

な原材料、サービスを提供する様々な機関のネットワー

クが形成されることで、競争力の源泉となる規模の経済

や外部経済効果が発生する。例えば、新世界(アメリカ、

チリ、オーストラリアなど)の技術革新は、ワイン関連

の科学的研究を推進する研究者や大学問で密接な相互作

用を行うことによって競争優位を実現してきたと指摘さ

れている (Mo回目on&Rabel1o抗i，2007)。

以上の内容を踏まえて、北海道のワイン・クラスター

形成について言及する。近年、 j臨道は、ワイン・クラ

スター形成の初期段階勾にある。ここでいう初期段階と

は、第 l段階である要素推進の状況を指す。北海道では、

1970年代に、中核企業としてワイナリーが台頭し、地域

の地理的条件に依拠した形で契約農家を始めとした様々

なアクターとの長期的かっ濃密な関係性を構築している。

こうした契約に基づく協力関係は、原料ブドウの持続的

改良とクラスター内のソーシヤノレ・キャヒ。タノレを蓄積す

る。したがって、契約農家(ヴィンヤード)の質は、ワ

イン・クラスターに大きな影響を与えると考えられる。

さらに、技術的な背景を前提とした技術者交流を行う

ことで、ワイン造りや技術に関するノウハウを蓄積して
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いる。このように、北海道では、地域に「埋め込まれたJ

人間関係を基盤として、技術者向士が相互作用を行うこ

とによって、ワイン・クラスター形成に向けた動きが見

られるようになっている。

m.研究方法

(1 )データ収集方法

本稿の主な情報源l士、ふらのワインと富良野市役所に

勤務する担当者、言十3名に対するインタビュー・データ

(1次データ)である。筆者は、 2013年6月4日、 2013

年8月22日に、ふらのワインにて、同社の成長フ。ロセス

に関する半構造化されたインタビューを実施した。イン

タビューの時間は、約2時間である。調査対象者に対す

るインタビ、ューは、筆者の詳細なメモ(フィールドノー

ツ)に基づいて記録をまとめた。ワイナリーに対して実

施した調査内容としては、設立当初の課長・創幾を経て

生まれた独自のビジネスモデ、ノレの確立フCロセス、ワイナ

リーの生産規模が増大し始めた経緯や成功要因に関する

質問を行うことによって、ふらのワインが当該地域で中

核企業になり得た理由を考察した。

その後、必要に応じて、同一人物に対する再調査、電

話やメールで、の確認、(収穫や仕込みの繁忙期で面談する

ことが困難な場合)を通じて、データの正確性向上を追

求する努力を行っている。

また、材高では、『ふらのワイン事業20周年記念誌』

や『北海道のワイン』などの北海道のワイン史に関わる

文献調査を行い、ふらのワインに関連した2次データを

抽出した。材高では、これらのデータに用いて、ふらの

ワインの成功要因に関する理論的検討を行う。

(2)分析方法

本稿では、ふらのワインの戦略展開を明らかにするた

めに、個別事例研究を行う。データは、 Eisenhardt(1989) 

が提唱するケース・スタディの方法論に基づいて分析し

た。具体的には、①リサーチ・クェスチョンの設定(0巴伯19

Sta配 d)、②ケースの選択 (SelectingCas巴s)、③複数のデ

ータを組み合わせること (CraftingInstruments and 

Protoco1s)、④フィールドへの潜入 (Enteringthe Field)、

⑤ケース分析(Ana1yzingData)、@仮説の構築 (Shaping

Hypo世間is)、⑦既干潮:究の精査 (Enfo1dingLiterature)、⑧

理論的飽和への到達 (ReachingC1osure)とし、う 8つのス

テッフ。に依拠したO



1V.事例研究

(1)概要と特徴

①概要

ふらのワインは、富良野市の基幹産業である農業を基

盤としたワイン生産に取り組み、醸造用ブドウを市内の

契約農家で生産する独自のシステムを構築している。原

料の多くを輸入ブドウに依存するわが国のワイナリーで、

国産原料 100%でまかなっている同社は、特筆すべき存

在である。また、同社 3)は、直売!苫を中心とした販売を

行うことで、富良野市を訪れる観光客にフ。レミアム感を

与える戦略を展開し、道内ワイン産業の技術革新を推進

する中核企業の lっとして位置づけられている。

ふらのワインの年間生産量 (2013年度)は、 28万本で

あり、売上高は、 4億え000万円である。同社は、熟成タ

イプの赤ワイン(セイベルやツパイゲノレトレーベ4)など)

が主力製品である。しかしながら、わが国のワイン市場

では、甘口の白ワインが好まれる傾向があるため、売上

高としては横ばし、が続いている。

②鞘敷

ふらのワインは、地元のブド、ウ生産量に見合ったワイ

ン製造を行う市内一貫体制を基本としている。原料であ

る醸造用ブドウは、富良野市の試験農場および市内の契

約農家で生産している。ふらのワインの基本方針は、富

良野市の特産品として、「良質で、特色のあるふらのワイ

ンJの生産であり、「量より質」に重点を置いた経営が、

富良野市長の市政方針に示されている。

1978年 7月に発令されたふらのワインの基本方針は、

①ワイン事業による地域振興を図る(原料ブドウの生産

による農業振興、販売加工を通じた市内の観光・商工業

の発展、市民還元による市民へのワイン浸透)、②優良品

種の開発と良質なワインの醸造、③ローカノレワインとし

て限定販売を行う(地元の富良野市を拠点、として札幌市、

旭川市などの道内主要都市に限定販売を行い、大手メー

カーとの販売競争は行わない)、という 3点が提示されて

いる(富良野市ぶどう果樹研究所編，1993)。そのため、

ふらのワインは、「富良野の風土を映し出したワイン造

りj に注力してきたと言える(鹿取，2011)。

(2)歴史的経緯

①ふらのワインの創成期 (1970~1980 年)

1970年以降、富良野市では、重要基幹作物であるコメ

の生産調整など、農業は不安定な状況にあったO 富良野

市の土質は、あまり良くないため、多くの農家は、コメ

から野菜作を組み入れた複合経営へ移行してきた(富良

ふらのワインの戦略展開

野市ぶどう果樹研究所編 1993)。そのような中で、当時

の高松竹次市長は、山ブドウが自生していることに着目

し、傾斜農地や石磯地の農地の有効利用と農家の所得向

上を目的に、ワイン事業の取り組みを思い立った。

まず、高松竹次市長は、中央農業試験場に醸造用ブド

ウの適応調査と試験を依頼し、富良野は、日照がよく乾

燥気象で昼夜の温度差が大きく、ヨーロッパの気候風土

に似ていることから、ブドウ和音に適していることが明

らかになった。そこで、、富良野盆地の平坦地では、野菜

畑作園芸を地元農協が行う一方で、、盆地周辺の山すそ傾

斜地で醸造用プドウの耕部1開始された。

また、ふらのワインの試験研究は、当初、脆弱な市営

事業だったので、醸造技術に長けた人材を要するため、

1971年「財団法人新農政事務所」の協力を得て、ワイン

醸造技術者岩野貞雄氏を招いている。ふらのワインの初

イ切庁長で、あった岩野貞雄氏は、十勝ワインを退職後に、

ふらのワインに在籍し、自身の経験とノウハウを活かし

て初期の基盤固めに貢献した。そして、 1972年には、北

海道果樹農業振興計画の切口工原料用ブドウJの生産地

(果樹農業振興雌到の指定と中央農業試験場のブドウ

耕音試験地に認定されたことによって、酒類試験醸造の

免許を取得し、ふらのワインが設立された。

同年には、富良野市のワイン製造研究を機に石磯地・

傾斜地、農耕地の高度利用の側面から、ブドウ和音を志

すグルーフ。が、芦別岳のそびえる富良野市山部地区、富

良野高台・御料地区に誕生した。山部地区芦別岳山裾の

石J燥地をブドウ耕音に活路を見出すべく、 1973年に、「山

部ワイン用ぶどう耕作組合jが誕生し、セイベノレ系を中

心に 1haの耕音を始めたのが、富良野市におけるブドウ

栽培の始まりである。

このように、ふらの農協 (JA) と富良野市(経済部農

林課特産係)、ふらのワイン工場が連携し、醸造用ブドウ

和音をブドウ誌喰圃場で前子錯誤を繰り返しながら研究

活動が実施されていた(富良野市ぶどう果樹研究所

編，1993)。初期のふらのワインは、栽培技術が確立して

いなかったため、上川農業改良普及センターとともに参

考書を頼りに、手探りの中から、国内初の「富良野型栽

培方式j を確立した。

1973年3月には、富良野市長や担当職員の努力もあり、

「果樹農業振興特別措置法Jが適用され、醸造用ブドウ

生産としての地区指定と補助金を受けることになる。こ

の影響を受けて、生食用ブドウ(キャンベルアーリー、

デラウェア)や山ブドウを原料としたワイン造りの本格

的な取り組みと醸造試験が開始されたぺ0 しかしながら、

この当時は、「ブドウは放っておいても育つJと考えられ
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ていたため、収量はあまりあがらなかった九

そこで、 1974年、中央農業試験場の「醸造用ぶどう品

種の耕髄応試験の委託」を富良野市が受けたのを契機

に、中央農業試験場委託試験圃場を設置してもらうこと

に成功する(山本2006)。高松竹次市長が、中央農業試

験場委託試験圃場を誘致したことで、加工用ブドウの新

産地育成への熱意が富良野市に向けられ、数多く現地調

査が行われた。国税局・富良野税務署の指導を受けるこ

とによって、ワイン製造の見通しが立ち、1974年後半か

ら工場建設の具体的な検討が始められた(富良野市ぶど

う果樹研究所編，1993)。

その後、道が北海道におけるブドウ品種改良のための

中央農難式験場委託試験園場を富良野市に設置し、ヨー

ロッパの専用品種を植え、中央農業試験場果樹科の専門

技術員が試験研究と頻繁に来て指導に当たることで、ブ

ドウ去り音が行われてきた。これは、北海道において醸造

用ブドワとして奨励されている品種がなかったため、中

央農業試験場によって醸造用ブドウ品種の選定に関する

調査が行われた。ワインの百九験室お査の結果、富良野(の

而擦性)では、かなりの凍害を受けるものの、樹体の生

育および収量に及ぼす影響が大きく、品質が上質である

ことが確認されたO また、試験研究した結果に基づき、

富良野市の醸造用品種として、約 80品種の中から耕音適

種として選抜されたフランス系のセイベノレ 13053 (赤)

と5279(白)の2品種の指定を行い、本格的な市酎主奨励

が進められた(富良野市ぶどう果樹研究所編，1993)。ふ

らのワインでは、 2014年現在に至るまで、安定収量を重

視し、糖度の郎、良質なブドウ耕吾を基本方針としてい

る。

さらに、上川農業改良普及センターは、成木期 (4月

下旬~11 月半ば)に、月 1 回の定例巡回を行い、和音農

家で問題が生じれば、ふらのワインの職員が駆けつける

体勢が取られている。ブドウ耕吾指導担当の普及員(上

川農業改良普及センター)が足繁く巡回し、耕音管理を

語版することで、手聞と投資をかけるように試みた。普

及員は、経験と技術誌からの引用で1心部の試験圃場に毎

日通い、耕音農家の方と色々な議論しながら得た知識は

すぐ試してみながら、耕音を行ったため、間違いや失敗

を多々したが、ブドウ和音に対する熱意を持って農家と

の信頼を醸成していったとされている。上川地方では、

ふらのワインが、契約農家に対してブドウ苗木の供給を

行い、不明な点については、上川農業改良普及センター

の担当者と連携して解決することになっている。

1978年 1月には、横路知事が主導した「一村一品運動j

の影響を受けた形で、「ふらのワイン(自治体ワイン第2
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号)Jを発売している。同年には、消費者の噌好の変化へ

の対応と競争力のあるワイン製造を実現するため、既設

工場の貯蔵能力 1791dを 550ldに大幅な能力アップρを行

う計画が実行された(富良野市ぶどう果樹研究所

編，1993)。

このように、初期のふらのワインでは、未知のブドウ

耕一音に挑戦し、仲間を増やし研鎖、励ましあいながらブ

ドウ生産の需品哉化を推進した。具体的には、ふらのワイ

ン、上川農業改良普及センター、中央農業試j験場が三位

一体での試験研究を行し、つつ、ブドウを育成し、富良野

市で買い上げる体制が割甫されたO

②ふらのワインの成長期 (1980~2014 年)

1980年4月 1日に、果期酉製造免許が正式に交付され

たことによって、 1980年には、ワイン工場用地に新品種

農場を設置し、 1985年までに、自社畑を自己資本で、20ha

まで拡張している。このように、富良野市の直営農場、

契約農家とも手探りで出発したブドウ耕音も、 1985年代

に入札次第に軌道に乗り、 1989年頃から、新植による

面積増に伴って、生産官欲の向上が実現された(富良野

市ぶどう果樹研究所編，1993)。

その後、 1982年には、「シャトーふらのめ(赤)Jを販

売することで、その名を道外にまで、高めるきっかけにな

った(石本，1996)。同年には、欧州、|共同体を主とした、

ヨーロッパ全域の紘織で、世界的品質審査機関として権威

のある MONDESELECTION7)主催による 1982I第20回

ワーノレドセレクション(イギリス・ロンドンで開催)Jに

初出品し、赤・白ワインともに金賞を受賞した(富良野

市ぶどう果樹研究所編，1993)。

2000年代前後の赤ワインブームの際には、同社の販売

量が飛躍的に増加している。この時期には、富良野市内

の契約農家の品撞を、セイベノレ白 (5279)からセイベル

赤 (13053)に植え替えることや地元(山梨県など)では

ない原料を使用することによって増産に対応している。

亀拐雌彦所長によると、「上川地方では、 2000年頃、第5

次ワインブームの影響で生産者が一時的に増加した」と

指摘している。 1997年の赤ワインブーム以降、同社では、

セイベル赤 (13053)やツパイゲルトレーベが主力製品に

なってしもことから、第5次ワインブームという契機に

よって品種の逆転現象がもたらされたと言える。その後

も、直営圃場や契約農家がセイベルやツパイゲルトレー

ベのブドウ耕音に積極的に力を入れることによって、同

社が生産する赤ワインの評価が徐々にではあるが向上し

てきていると考えられる。

2006年度には、ミュラー・トウノレガウとしづ品種で白



のアイスワイン 8)の製造・販売に国内で初めて成功した。

これは、「北の国から」の脚本家である倉本聴氏の助言に

よって、本格的なアイスワインの開発の取り組みを開始

した。まず、ふらのワインでは、高橋克幸氏が、アイス

ワインの製造方法を習得するため、カナダのワイナリー

を海タ槻察に行い、アイスワインの製法やマニュアルを

習得している。帰国後、高橋克幸氏は、ふらのワインの

醸造設備を改造することによって、アイスワインの開発

に遁進した。このような海タ槻察を経て、同社の画期的

製品であるアイスワインが誕生したとされている。

その後、 2007年には、黒ブドウ(1ふらの2号J)でア

イスワイン(赤)を製造するとし、う初の試みを行ってい

る。アイスワインは、秋に収穫を行わず、そのまま木に

なった状態で、冬に実を凍らせた状態のブドウから絞るこ

とで作られる。しかしながら、アイスワインは、原料ブ

ドウから 1/8程度の果汁しか搾汁できないため、数百本

のみの限定販売であり、あまり収益には結びついていな

いものと予測される。このように、ふらのワインでは、

一部の製品でユーザー・イノベーションが実現している。

また、直近の取り組みとしては、スパークリングワイ

ン 9)の開発を行っている。ふらのワインでは、十勝ワイ

ンを視察し、タンク内の l次発酵を経て、瓶内で2次発

酵させた本格的な製法で、スパークリングワインの開発

を行っている。大手ワイナリーでは、ガススプレーを用

いて炭酸を注入し、製品化することが一般的である。瓶

内2次発酵による製品化は、ふらのワインが道内で3番

目である。スパークリングワイン「ベノレル・ド・バッカ

ス(酒の神の真珠)Jの開発は、近年の消費増に伴い、取

り組みが開始された。原料ブドウは、自社畑で栽培した

白ワイン用のドイツ系品種バッカス (2011年9月に収穫)

を使用し、 15カ月間熟成している。スパークリングワイ

ンの製造は、原理的には難しくないが、全て手作業で行

われるため、 l本ごとに味にブレが出るという問題点が

ある。こうしたスパークリングワインの開発は、北海道

で増加傾向にあり、ワイナリーは生き残りをかけて、魅

力的な商品を売り出そうと躍起になっている。

2013年 7月に開催された国産ワインコンクーノレ 2013

では、欧州|系・国産改良品種白部門:部門最高賞 コス

トパフォーマンス賞銀賞ノ〈レノレふらの白 2011、欧州

系・国産改良品種白部門銅賞ノ〈レノレふらの白 2010、

欧州系白部門銅賞シャトーふらの自白012)、欧州系

赤部門奨励賞ツパイゲ、ルトレーベ2007、の4アイテ

ムが受賞している。ふらのワインでは、国産ワインコン

クールの受賞が、出荷者や生産者の励みになってし、る。

2013 (平成25)年からは、道産ワイン懇談会と北海道

ふらのワインの戦略展開

庁がキーアクターとなって、富良野市が保有する直営圃

場で、富良野市の気候風土に適した醸造用ブドウ品種選

定に関する研究プロジェクトが実施されている。 1981(昭

和56)年に認定された「寒冷地における適性試験」以来

となる大規模試験である。ふらのワインでは、ピノ・ノ

ワールの適性試験を自社畑で、行っていることがインタビ

ュー調査で、有面志することができた。ここで述べた補助金

事業は、クラスター形成の初期段階(要素推進段階)で

特に有効である。

(3) ビジネスモデルの確立プロセス

当初、ふらのワインは、富良野市氏や道民向けに製造・

販売されていた。当時は需要が少なかったため、ワイン

を製造するだ、けの工場であった。しかしながら、 1980~

1990年代における「北の国からJの放映による影響を受

けて、富良野市が全国的に有名になったO また、ラベン

ダーブームが到来し、富良野市に多くの観光客が訪れる

ことによって、観光客が主な顧客になったO 富良野市を

訪れる観光客は、年々増加し、 1991年度には、 200万人

を超え、そのうち 10%の 19万人がふらのワイン工場へ

見学に立ち寄っている(富良野市ぶどう果樹研究所

編，1993)。そのため、ふらのワインは、富良野市を訪れ

る観光客が主な売り先であるため、「観光客宜売ビジネス

モデルj と言える。

上で論じたように、観光客直売ビジネスモデルの構築

は、「北の固から」ブーム、第 5次ワインブーム (1997

~1999 年)が到来したためであり、意図的ではなく、偶

然的で、あった(亀淵雅彦所長の証言)。こうした予期せぬ

出来事が生じたことによって、ふらのワインの戦略展開

の基盤が形成されたと考えられる。

(4)多角化戦略

ふらのワインの関連事業としては、「ふらのぶどう果

汁Jの製造販売事業を実施している。 1987年7月に、滝

口市長を調査団長として、ぶどう果汁の製造販売基本方

針を定めた。そして、ぶどう果汁の製造を行うため、原

料ブドウの品種および耕音、施設の整備・欄鵡具の購

入、市場|生と経営採算性等、高度の知識や技術を必要と

するため、山梨県のワイナリーと技術指導援助契約を 5

カ年間行った(富良野市ぶどう果樹研究所編ラ1993)。

1988年度には、山梨県勝沼町で古くから果汁製造を行

っている勝沼醸造株式会社から、“ぶどう果汁製造技術指

導"を受けている。果汁製造技術に関しては、社長の有

賀清弘氏から助言や工場現場での指導を受ける形で製品

開発が行われた。 1989年 9月には、「ふるさと創生事業
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資金」を活用して、ぶどう果汁 100%の製造工場を建設

し、主に未成年者を対象として、「ぶどう 100%ジュース

の王様(赤)Jの製造販売を開始している l叱

このように、果汁工場の建設計画から製品販売、そし

て、富良野市役所建設部、経済部、水道部等の市役所く、、

石みの協力を得て、「ぶどう 100%果汁」を開発し、 120m1

(1本)700円に設定して販売が開始された。

(5)地域社会との関係性

1987年9月 19日・ 20日に、第 I回ふらのワインぶど

う祭りが開催された。ふらのワインぶどう祭りは、開設

15周年記念事業として、富良野市役所商工観光課やふら

の観光協会など、が町をあげた形で行われたO ふらのワイ

ンぶどう祭りが開催された背景としては、富良野市は、

味覚の秋の時期に観光客が減少イ頃向にあるため、飲み放

題行事を行うことで、富良野市の観光行事として普及宣

伝を図る目的で行われた。その後、 1992年9月 19日に

は、ふらのワイン開設20周年記念事業として、ブドウ栽

培農家の海外先進地(フランス・イタリアなど)への視

察研修を実施している(富良野市ぶどう果樹研究所

編，1993)。

(6)耕作組合の役割

この時期には、高松竹次市長の誘いで、富良野市内の

有志が結集して「山部ぶどう研究会」を誕生させた(山

本，2006)0 1977年、富良野市原料用ブドウ耕吾推進協議

会 (2014年現在は、解散)が設立した後は、中央農業試

験場、上川農業改良普及センター、山部町・富良野農協

技術陣が加わり、ふらのワインとの連携によって適応品

種の選抜、耕音技術体系が進められた(富良野市ぶどう

果樹研究所編，1993)。上川地方では、過去に、富良野市

原料用ブドウ栽培推進協議会がぶどう栽培管理共励会

(以下、共励会)を開催することで、耕音技術の向上を

図っている。富良野地区と山部地区で開催された共励会

は、総収量と高糖度を審査基準として、専用品種lOa以

上耕音している生産者を審査対象としている。共百桧は、

1982 年~1992 年まで、生産者の造ったブドウを順位付け

することで、生産者同士が刺激し合い、モチベーション

を高め、全体として良いブドウを作ろうという目的で開

催されていた。しかしながら、この共励会は、上位3名

になる人が固定化したため、解散することになったO

また、 2006年には、富良野市醸造用ぶどう耕作組合が

発足している。この組合は、醸造用ブドウ生産者同士の

連絡協議を図るとともに、醸造用ブドウ生産の振興キ栽

培技術の向上・平準化を目的として、積極的な活動(青
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空教室や講習会など)が行われてきた。具体的には、視

察研修や耕作組合連合会総会の懇親会を行うことで、生

産意欲の向上と不満事項の解消を行っている。

さらに、組合独自の視察研修を実施するなど、耕作組

合員相互が理解を高める活動を行ってきたo 1992年には、

富良野市内の原料ブドウ全体の品質向上を図るため、山

部地区試験圃場も加わった f原料用ぶどう試験農場管理

組合」としている(富良野市ぶどう果樹研究所編，1993)。

2013年2月には、富良野市醸造用ぶどう耕作組合の第34

固定期総会が JAふらの山部支所で開催され、統ーした

栽培を実施し、耕音技術の向上と平準化などの重点方策

を取り決めている。

以上で論じたように、富良野市醸造用ぶどう車刑怖H合

や中央農業試験場などの各樹幾関と連携して、組合員の

懇親、耕音技術および生産性の向上を目的として、 1980

年代から主齢者技術講習会やワインセミナ一、自主勉強会

(有志)が実施されているJ1)。

V.考察

ふらのワインは、 1912年に、富良野市ぶどう果樹研究

所設置条例が制定され、 1978年よりワインの販売を開始

されてから、約40年にわたって行政主導で行われてきた。

事業開始当時は、ワインの消費量が少なく、自治体がワ

インを製造することが画期的で、あった。こうした状況下

の中で、富良野市がワイン造りに取り組んだのは、十勝

ワインとし寸先例があったからで、ある(石本，1996)。

また、上川地方では、生産者の技術継承がある程度進

んだことによって、ブドウ耕音農家の熟練化が進展して

いる。これは、どんな作物でも手をかけただけ、高品質

なブドウになると契約農家が気づき始めたためであり、

現在では、かなり安定的な作物になっている 12)。これま

では、収量爵見の耕吾が多かったが、最近では、高品質

なブドウを供給しようと気を配った管理がみられるよう

になった(富良野市ぶどう果樹研究所編，1993)。このよ

うに、ふらのワインでは、ブド、ウの品種を絞っているこ

とと、契約農家と密接な関係構築を行うことで、原料ブ

ドウに極度のパラつきが出たりするという難点を克服し

ている(山本，2006)。

以下では、(1)ふらのワインの転機、 (2)ふらのワイン

の技術力向上プロセス、 (3)クラスターとの関連性を考

察する。

(1)ふらのワインの転:1幾

ふらのワインの車卦幾としては、次の 5つがあげられる。

第 1に、ふらのワインの転機としては、「北の国からJ



ブームがあげられる。亀沸雌彦所長は、「ふらのワインの

発売が1978年で、「北の固から」ブームが1981年なので、

発売してから火がつくまでのタイムラグはそれほどなか

ったJと指摘している。

第 2 に、「国産ワインコンクーノレ(JapanWIne 

Competition : JWC) Jの開催があげられる。近年では、国

産ワインコンクーノレの入賞を目指して、全国の醸造家が

ワインの品質向上を競っている。こうした国産ワインコ

ンクーノレで、の入賞やランキング付けによって、醸造家同

士は、ライバノレで、はあるが、知識交流を図ることで、各

ワイナリーの品質向上に貢献しているものと予測される。

第3に、工場設置と種苗センターの設置があげられる。

ふらのワイン工場の建設事業は、北海道庁・上)11支庁の

指導支援を受けた形で、 1973年に地区指定され、農林水

産省の観光農林育成補助事業「自然休養村劉需事業J!こ

採択され、期限付きではあるが、農産物処瑚日工施設と

してのワイン工場の設置と本格的製造免許が認可された。

特に、醸崩協の認可は、富良野市が全国弟 1号で、あっ

た。自然休養村劉蒲事業の適用を受けて、 1976年6月着

工、同年10月に、仕込、貯蔵、製品化まで一貫した工場

が完成し、操業が開始された。その後、 1978年には、自

然休養村管理センターの建設、 1979年には、ワイン品質

の向上を図るため、熟成期間の延長に要する方儲交の増設

工事を実施し、 1980年には、ワイン配送センターが設置

された(富良野市ぶどう果樹研究所編，1993)。この中で

も、 1979年のワイン工場増設工事を契機として、資材倉

庫の建設、ワイン配送センターの建設、そして、原料ブ

ドウを和音する圃場を設置したことが、ふらのワインの

大きな転換点、になった。

また、富良野市に適する独自の品種開発を、 1985年か

ら取り組んでいる。具体的には、減農薬、無化学肥料、

無除草刻を選抜基準として、ふらのワインが品種選定を

行っているO 同時期には、様々なブドウ品種の保存、育

苗増殖、新品種の育成と試験内容が多様化し、統ーした

耕音管理が必要になった。そこで、、 1985年頃から、附属

種苗センター設置計画が進められ、1986年9月30日に、

ふらのワイン附属種苗センターが設置された。

種苗センターの主要事業として、①醸造用ブドウの優

良種苗増殖、配布、全品種のウイノレス・フリー化、②山

ブドウ交配~重の種苗生産、培養増殖、耕音、③原料ブド

ウ試験農場の耕音管理、④ブドウ耕音農家の指導育成、

があげられる(富良野市ぶどう果樹研究所編，1993)。種

苗センターでは、新品種を育成し、培養による大量増殖

を行い、試験和音を経て新製品開発を行ってし1る。種苗

センターを設置したことによって、それまでセイベル種

ふらのワインの戦略展開

が同杜の主力製品で、あったが、交配による新品種の育成

が可能になり、製品ラインナッフ。の拡張に成功した 13L

ここで述べたように、種苗センターでは、良質なブドウ

生産とウイルス・フリー苗の育成を目的としている。

第4に、第30回スキー国体の大会レセフ。ションの開催

があげられる。 1975年2月、第 30回スキー国体の大会

レセプションに、 720m!の赤白 1，250本出され、ここで

の好評が、ワイン事業を材各化させるきっかけになり、

この結果、翌年の 1976年に、期限付きであるが、本格的

製造免許が下りた(石本，1996;山本，2006)。

第5に、若手の加入があげられる。高橋克幸氏は、群

馬県の醤油メーカーである正田醤油に勤務していたが、

ふらのワインに入社することで、ワイン業界に転身して

いる。 2000年頃からは、先輩である高橋克幸氏が後輩の

橘信孝氏に付きっ切りで指導することで、知識・ノウハ

ウを移転している。 2014年現在では、後輩の1謝言孝氏と

二人三脚を組み、両者のセンスが、ふらのワインの品質・

技術向上に大きな影響を与えている。したがって、高橋

克幸製造課長や橘信孝氏の加入によって、国産ワインコ

ンクール入賞の一因になったと言える。

(2)ふらのワインの技術力向上プロセス

①ふらのワインの師匠提携

ふらのワインは、ワイン事業を開始したばかりの頃、

ワイン製造研究に関する技術支援を受けることが喫緊の

課題になったO 誕生したばかりのふらのワインが、最初

に直面した深刻な事態は、創設当初から技術指導に当た

っていた岩野貞雄氏が 2年余りで退職し、わずか経験7

ヶ月の中根正彦がただ一人残され、ブドウ耕音試験場の

管理から事務釧支まで孤軍奮闘することになってしまっ

たことである(山本，2006)。

これをみた高松竹次市長は、国内のワイン先進地であ

る山梨県のワイナリーに支援を求めた所、モンデ酒造株

式会社(山梨県石和町)がこれに応じ、モンデ酒造株式

会社と技術提携を結ぶことになったo 1974 年 4 月 ~1984

年3月の期間、モンデ酒造株式会社から醸造の仕込・熟

成・製品化に関する技術指導を受けたことで、初期の技

術力向上を実現し、ふらのワインの基礎が構築された。

また、 2000年前後には、広島県の醸造試験所(独立行

政法人酒類総合研究所)への長期研修、ワイン先進国へ

の視察研修や山梨県のワイナリーとの技術提携を経て、

醸造技術の向上を実現してきた(富良野市ぶどう果樹研

究所編，1993)。亀淵雅彦所長によると、「技術者は、ふら

のワインに配属後、ワインの製造工程や技術に関して実

地で学習することが一般的になっているJと語っている。
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②ふらのワインの設備投資と特別予算の確保

ふらのワインでは、北海道ワイン株式会社や十勝ワイ

ンのように、大規模な機械を導入することはできないた

め、身の丈にあったi欄戒を導入しているO その理由とし

ては、あくまでも自治体でのワイン事業であることに起

因している。ふらのワインでは、ワイン事業会計として

特別会計で予算を確保しているため、比較的、新しい設

備の購入は容易である。亀淵雅彦所長は「特別会計の場

合、収支がとることができるため、良しヰ餅戒を断続的に

導入したことが同社の技術力向上につながったO これが

一般会計で、あった場合、根回しが必要になるJと語って

いる。 1998年頃に、ふらのワインで導入した選果機は、

先進地である山梨県で、も導入しているワイナリーは少な

く、圏内でも比較的に早い段階で導入している。その後、

2007年に、ふらのワインは、新しい選果台を導入し、こ

の設備導入の結果、鹿取包011)は、 2008年の白ワイン

が豹変したと指摘している。

(3) クラスターとの関連性

近年のクラスター研究では、クラスターに高い程度で

埋め込まれた状況下での集合的学習の重要性が指摘され

ている (TerWal & Boschma，20l1)。ワイン・クラスター

は、様々なアクタ一間との交流を通じて、技術や知識な

どの情報を高齢売的に交換し、相互学習を行うことで発展

を遂げる。相互交流を通じた学習は、社会的諸関係に参

加する過程で生じ、実践共同体 (COl1ll1lUl世tyofpractice) 

の再生産・発展に貢献する (Lave& Wenger，1991)。実践

共同体とは、「ある特定の共同事業体 Qointenterprise)の

ために、共通の専門知識と情熱によってインフォーマル

に結びついた人々の集団のことj を指す (Wenger& 

Snyder，2000)。つまり、実践共同体は、能力ベースの集

団内で、日々の相互作用を通じて、職業的アイデンティ

ティを形成し、実践的な問題を解決する。

上川|地方では、富良野市醸造用ぶどう耕作組合を通じ

て、農家同士の助け合いがあり、歴史的に資源蓄積を行

ってきた。また、ふらのワインでは、特定の機関を媒介

して地域社会のステークホルダーと強い紐帯

(Krackhardt， 1992)を形成することによって、「持続可能

な経営Jを展開している。特定のアクターとの長期的な

協力ネットワークは、近隣での模倣と学習を促進し、こ

うした経営行動が、実践共同体の生成やクラスター形成

の一端を担っていると考えられる。

①中核企業としてのふらのワイン

上川地方におけるふらのワインは、どのように機能し
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ているかについて考察する。富良野市内に、醸造用ブド

ウを出荷する栽培農家が多く存在することで、北海道に

おける醸造用ブドウの生産の一端を担っている。富良野

市役所農林開系長の堀口町夫氏に対する電話調査による

と、ふらのワインで使用している原料ブドウは、直営圃

場(試験圃場)の約20haと富良野市内の契約農家27戸

の 40ha から供給されていると指摘されている。 1972~

1980年の期間、ふらのワインでは、富良野市内の契約農

家を育成することに注力した。

上}11地方では、兼業農家(コメとブドウ)が多くを占

めるため、ブドウは手をかけない 10番目の作物で、あった

が、普及員の親身な指導が功を奏し、現在では、 3番目

の作物にまで、なっている。栽培農家は、よそ者に厳しい

が、ワイナリーの考え方に共鳴した場合は、古参者が中

心となり、支援しようとし寸気運も広がり、ブドウの品

質も次第に粒が揃うようになる。さらに、耕音農家は仁

木町、山梨県などに出向き、視察研修を積極的に行うこ

とで、主障者技術やブドウの質的向上に努めている。過去

には、 JAふらのを介して原料ブドウを得ていた時期もあ

ったが、 2014年現在では、富良野市の直営問場と契約農

家で親音されたブドウを使用したワイン造りが歴史の積

み重ねによって可能になっている。

②道内ワイナリーとの相互作用

ふらのワインは、道内ワイナリーと醸造・耕音に関す

る情報共有を行うことで、自社のワイン生産に役立てて

いる。例えば、業界団体である道産ワイン懇談会を通じ

て、道内ワイナリーの技術者とつながりを持つことで、

新しい情報を入手している。

近年、北海道では、小規模ワイナリーの台頭が多く、

古参者であるふらのワイシは、情報共有による直接的な

影響はないと考えられる。そのため、道内ワイナリーと

の相互作用としては、欄戒導入のキッカケになる間接的

な影響をもたらす。ふらのワインの亀淵雅彦所長による

と、 ippキャップ仕様に変えようと考えた際、北海道ワ

イパ朱式会社に行き、変えるときの注意点やデ、イスカッ

ションを行うことでなるべくスムーズに導入できるよう

に助言をもらった」と語っているO

このように、ふらのワインでは、業界団体を通じて、

ワイナリーの技術者から情報を入手し、自社の運営の参

考にしていると言える。

明.結論と今後の課題

材高では、「ふらのワインでは、どのような形で町おこ

しとしてのワイン事業を成功に導いたのか」という研究



課題を設定し、ふらのワインの戦略展開について成功要

因を導出した。ふらのワインの成功要因としては、①「北

の固から」ブームの到来と観光客直売ビジネスモデ、ノレの

構築、②山梨県のワイナリー(モンデ酒造株式会社、勝

沼醸造株式会社)との技術提携による技術力の向上、③

富良野市としての協働によるワイン生産、があげられる。

本稿の市首命としては、ふらのワインは、富良野市を中

心とした多様なアクターが協働したことで、地域資源、の

開拓と契約農家ネットワークの構築によって町おこしに

成功したことが明らかになったO 上川地方では、富良野

市役所を中心とした町ぐるみでのワイン生産を行ってお

り、上川農業改良普及センター、 JAふらのと連携して、

契約農家に対して密度の高い指導を行っている。

このように、ふらのワインは、上川地方において取引

関係を軸として「顔の見えるJ人間関係による連携強化

を実現しつつ、国内でも生産しているワイナリーが数少

ないアイスワインの製造に取り組んで、いることや観光客

を主な顧客としたビジネスモデルを構築している点に同

社の独自性がある。

また、ふらのワインが独自品種の開発を行う種苗セン

ターでは、新品種の育成・増殖を中心として、バイオテ

クノロジー技術と生産性の向上に貢献している(富良野

市ぶどう果樹研究所編，1993)。

以上の内容をまとめると、中核企業としてのふらのワ

インが、上川地方のリーダー的鰐リを果たしたことによ

って、ワイン産業という新しい産業創出に貢献したと言

える。創業期のふらのワインは、高松竹次市長という地

域リーダーが富良野市の活性化や農業振興、自治体財政

の利主鵠リ出などの町おこしを目的として開始したが、中

核企業へと成長するブロロセスの中で、イノベーティプな

経営行動を展開することです虫自の品種開発や製品を生み

出し、クラスター形成の一端を担うことにつながった。

材高の理論的インプリケーションとしては、中核企業

の戦略に関するものである。上川地方のワイン・クラス

ターでは、特定の中核企業というサクセス・ストーリー

が存在した。中核企業は、協働するサプライヤーを育成

することで、要素条件の創造というクラスター形成のと

っかかりを作った。つまり、上川地方では、道の開発と

ともに結びついて、地域リーダーによる革新的な行為が

クラスター形成につながったと言えるO

次に、ワイン・クラスター研究に対する貢献を提示す

る。クラスター研究では、大企業や製造業関連のハイテ

ク産業に関する事例研究が一般的になっている。その一

方で、経営学の分野で地域産業や食品産業に関する事例

研究は比較的少ない。材高で分析対象としたワイン産業

ふらのワインの戦略展開

は、地域産業の範曙として事例選定されることが一般的

であるが、利高の分析対象のように、比較的に小さなク

ラスターを取り上げていないため、先行研究に対する貢

献があると考えられる。

本稿の問題点は、単一事例研究に留まっている点であ

る。北海道のワイン・クラスター形成は、し、かなるプロ

セスを経るのかとしづ議論は、まだ発展途上にあるため、

今後も様々な視角から、事例研究を積み重ねていくこと

が不可欠である。

註

1)伊丹 (2003)は、「見えざる資産jの意義について、①競争優

位の源泉、包凌化対応力の源泉、③事業活動が生み出すもの、

という 3点をあげている。このような見えざる資産の蓄積は、

中核企業の組織能力を向上させるため、その存続・発展に大

きな影響を与えると考えられる。

2)PO巾 r(1990)は、国の発展段階として、a:要素描隼、包波資

十世準、包イノベーション推進、という 3つをあげている。本

稿では、この考えを応用して、クラスターの初期段階として

の要素推進と仮定する。

3)ふらのワインの非邸哉編成としては、過去には、経済部ど同列

であったが、 2014年現在、富良野市役所経済部の下に研究所

が配置されている。そのため、ふらのワインの職員は、富良

野市役所経済部の職員が担当している。

4)鹿取位。11)によれば、富良野市は、北海道の中でも雨が少

なく、最高気温と最低気視の差が大きいため、黒ブドウやツ

パイゲルトレーベは、北海道の中でもひと際色づくと指摘し

ている。そのため、ふらのワインでは、長期熟成タイプのツ

パイゲノレトレーベを強みとしていると言えよう。

5)永年{伊l勿であるブドウは、植えてから 3年間位は、無収穫期

聞がある。そのため、この時期に手間をかけ投資をしておく

事が将来の生産につながるとわかっていても、目先の作業に

追われて後回しになる傾向がある。

6)シャトーふらのは、富良野市近隣の山に自生する山ブ、ドウを

原料としているが、収穫は、その年によって出来、不出来が

あるため、不作の年に原料不足にならないように、豊作の年

に蓄えている(石本，1996)。

乃しかしながら、亀淵雅彦所長に対するインタビューでは、

rMONDE SELECTlON金賞受賞は、ふらのワインの事業展

開上の転機とは言えなしリと指摘されている。

8) 2014年現在、北海道でアイスワインを製造・販売しているの

は、ふらのワインと十勝ワインのみである。

9)ふらのワインにおけるスパークリングワインの開発は、試作

1固と仕込みを行い、 2013年10月1日に、 500本発売予定で

ある包013年8月22日のインタビュー調査)。
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10) 1989年からは、ワイン製造と新製品販売に伴い、原料ブドウ

の新植を実施し、原料の安定供給に務めている(富良野市ぶ

どう果樹研究所編，1993)。

11)亀談tl雅彦所長によると、「当時は、新しいものを導入し、成

功しようとし寸熱があり、生産者のモチベーションが高かっ

たが、現在では、成熟したため、それほど熱はなしリとイン

タピ、ュー調査で、語っている。

12) しかしながら、上)11地方でブド、ウ耕音を行ってし活生産者の

大半は、兼業農家であるため、醸造用ブドウばかりに注力し

ている訳ではない。

13)種苗センターの試験研究実績としては、原料ブドウの品種お

よび育成研究(①原料ブドウの品種保存展示(1988 年~1992

年)、笹醸造用ブドウ品種の士出揃直応性試験:中央農業試験場

より委託の 24 品種(1986 年~1990 年)、③原料ブドウの品種

育成、などがあげられる(富良野市ぶどう果樹研究所孫扇，1993)。

インタビュー調査にご協力いただいた方々

日時 氏名 部署・職位(当時)

2013/6/4 亀渋IJ~的多氏・桑島洋氏ふらのワイン所長・係長

2013/悩 堀口町夫氏 富良野市役所農林課係長

20日/8/22 亀談雌彦氏・桑島洋氏 ふらのワイン所長・係長
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Abstract 

百lepurpose of也jspaper is to examjne the strategies of Furano 

Wrne. In thls paper， we use cas巴studyapproach目Th，巴dataused in thls 

study were collected through the intervi巴:ws.

our research identified出atFUl百noWine contributed to revitalize 

regional economy by organizing vaious players in Furano city. It was 

observed白atcompetitive advantage for Furano Wine was estab!ished 

曲'Ough巴xploitregional r，巴sourcesand con凶 ctfamer's network. 




